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健やかな成長を願って
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税　　　別 6月 7月 8月 9月

市 県 民 税 1期 2期

固 定 資 産 税 2期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 1期 2期 3期

6 月の納税など　納期限は 7 月 1 日㈪です。

人の動き（先月比）

人　口　43,025人　（－ 95 ）
　男　　20,543人　（－ 29 ）
　女　　22,482人　（－ 66 ）
世帯数　19,870世帯（＋ 35 ）

交通事故（昨年同期）

　件　数　19件（　36 件）
　死　者　　0人（     0 人） 
　負傷者　20人（　50 人）

（2019年４月末現在）

　恒例のこいのぼりの川渡しが、4 月28日㈰から大
川地区で行われました。晴れ渡る空のもと、約１80
匹のこいのぼりが、肱川を力強く泳いでいました。
　災害の影響で、今年の「大川鯉のぼり祭り」は
中止になりましたが、来年度の開催に向け、地域
一丸となって復興に取り組んでいます。

　

大
洲
高
等
学
校
３
年
（
大
会
出
場

時
２
年
）
の
田
中
佑
哉
さ
ん
は
、
３

月
に
行
わ
れ
た
２
つ
の
カ
ヌ
ー
の
全

国
大
会
に
お
い
て
、
上
記
の
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
、中
学
１
年
の
時
に
、

父
親
か
ら
勧
め
ら
れ
て
地
元
の
ク
ラ

ブ
で
カ
ヌ
ー
を
始
め
ま
し
た
。「
真

剣
に
カ
ヌ
ー
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
中
学
２
年
の
夏
か
ら
で

す
。
ク
ラ
ブ
で
基
礎
を
学
び
、
高
校

で
本
格
的
な
指
導
を
受
け
、
戦
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。

　

高
校
１
年
の
時
に
は
、
え
ひ
め
国

体
に
出
場
し
た
田
中
さ
ん
、「
そ
の

後
、
高
校
２
年
の
夏
の
大
会
で
は
、

良
い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
レ
ー
ス
後
半
で
伸
び
が

足
り
な
い
の
で
、
持
久
力
を
も
っ
と

強
化
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
を
聞
く
と
、「
ま
ず

は
、
７
月
に
行
わ
れ
る
国
体
の
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
で
、
国
体
の
出
場
を

決
め
た
い
で
す
。
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ

ル
は
、
選
手
層
が
厚
く
、
競
争
が
激

し
い
競
技
で
す
が
、
自
分
が
満
足
で

き
る
レ
ー
ス
を
し
た
い
で
す
」
と
述

べ
て
い
ま
し
た
。

田　中　佑
ゆう

　哉
や

　さん（大洲高等学校カヌー部 3 年）

N E X T き ら め き

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。
今年度から市県民税と固定資産税が ４ 期納付になります。

2019カヌースプリントジュニア海外派遣選手選考会
　カヤックシングル　200m 4 位（B決勝）・500m 9 位（B決勝）
第 1 回全国高等学校カヌー長距離選手権大会
　カヤックシングル　5000m 4 位
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　八幡浜・大洲喜多地区の救急医療体制が見直され、 6 月 1 日㈯から
二次救急当番病院および休日夜間急患センターの受入体制が一部変更
されます。

【二次救急当番病院】
▽日曜日の昼間帯の診療時間が午前 8 時30分～午後 6 時になります。
▽日曜日の夜間帯の救急病院が大洲中央病院から市立八幡浜総合病院になります。

【休日夜間急患センター】
▽日曜日の午後 8 時～午後１１時の時間帯が新たに診療対応できるようになります。

曜　日 昼間帯（午前 8 時30分～午後 5 時30分） 夜間帯（午後 5 時30分～翌午前 8 時30分）

月･火 市立大洲病院（西大洲）☎24︲2１5１

水 加戸病院（内子町）☎44︲5500

木
大洲記念病院（徳森）

☎25︲2022
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894︲22︲32１１

金･土 大洲中央病院（東大洲）☎24︲455１

日 大洲中央病院（東大洲）☎24︲455１

曜　日 昼間帯（午前 8 時30分～午後 5 時30分） 夜間帯（午後 5 時30分～翌午前 8 時30分）

月･火 市立大洲病院（西大洲）☎24︲2１5１

水 加戸病院（内子町）☎44︲5500

木
大洲記念病院（徳森）

☎25︲2022
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894︲22︲32１１

金･土 大洲中央病院（東大洲）☎24︲455１

日
大洲中央病院（東大洲）☎24︲455１

（午前 8 時30分～午後 6 時）
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894-22-3211

診療時間
平日・土曜　午後 8 時～午後１１時
日曜・祝日　午前 9 時～午後 6 時

診療時間
平日・土曜　午後 8 時～午後１１時
日曜・祝日　午前 9 時～午後 6 時
日曜（夜間）　午後 8 時～午後１１時

【二次救急当番病院】

【大洲喜多休日夜間急患センター】（東大洲　☎23-1156）

5 月31日㈮まで

5月31日㈮まで

6月 1日㈯以降

6月 1日㈯以降

救急医療体制が一部変更されます

3 広報おおず 2019年 6月号



救
急
医
療
の
現
状

　

全
国
的
に
医
師
不
足
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
洲
市
で
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
や
、
へ
き
地
の

診
療
所
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
中
核
病

院
で
も
勤
務
医
不
足
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
休
日
や
夜
間
に
救
急
外
来

に
患
者
さ
ん
が
集
中
し
、
そ
の
病
院
に

勤
務
す
る
医
師
に
は
、
多
大
な
負
担
に

な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
病
院
を
受
診
す
る
４
人
に
３
人

は
軽
症
患
者　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

八
幡
浜
・
大
洲
喜
多
地
区
の
二
次
救

急
病
院
の
受
診
者
の
う
ち
、
約
７
割
が

通
院
や
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
患

者
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

（図 1 ）平成30年症状の程度別救急患者数
（八幡浜・大洲喜多地区二次救急病院）

死亡･その他
77件　0.9%

重篤
30件　0.4%重症

422件　4.9%

中等症
2,150件
25.1% 特に軽症

4,256件
49.7%

特に軽症
4,256件
49.7%

軽症
1,627件　19.0%

特に軽症：通院不要
軽　　傷：入院不要
中 等 症： 3 週間未満の入院必要
重　　症： 3 週間以上の入院必要
重　　篤： 命の危険があり専門的

な治療が必要

平成30年
１ 月～１2月
合計8,562件

　

私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

う
え
で
、「
医
療
」
は
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
存
在
で
す
。
し
か
し
、
地
域

医
療
の
現
場
で
は
、
患
者
の
増
加
を
は

じ
め
、
医
師
の
不
足
・
高
齢
化
と
い
っ

た
課
題
を
抱
え
て
い
て
、
厳
し
い
状
況

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
救
急
医
療
の
現
場
で
は
、
軽
い

症
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
救
急
外
来
を
利

用
す
る
患
者
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
一
刻
を
争
う

状
態
の
患
者
へ
の
治
療
が
遅
れ
て
し
ま

い
、
助
か
る
命
を
助
け
ら
れ
な
く
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
時
間
外

の
診
療
の
増
加
は
、
医
療
現
場
へ
の
負

担
を
増
や
し
、
人
手
不
足
と
さ
れ
る
医

師
や
看
護
師
の
さ
ら
な
る
離
職
を
生
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
こ
の
地
域
で

医
療
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。
救
急
医
療
体
制

の
役
割
や
機
能
を
正
し
く
理
解
し
、
症

状
に
応
じ
た
医
療
機
関
を
適
正
に
受
診

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
医
療
に
対
す
る
意
識
を
変

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
「
地
域
医

療
」
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
に
何
が

で
き
る
の
か
、
ど
う
行
動
す
べ
き
な
の

か
を
考
え
ま
す
。

（特集）

地域医療の未来を考える
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安
易
な
救
急
病
院
受
診
に
よ
る
医
療

現
場
へ
の
負
担　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
平
日
・
昼
間
は
仕
事
が
あ
る
か
ら
」、

「
昼
間
は
病
院
が
混
ん
で
い
る
か
ら
」

な
ど
の
理
由
で
、
軽
い
症
状
で
も
休
日

や
夜
間
に
救
急
病
院
で
受
診
す
る
人
が

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
安
易
な
救
急
受
診
が
増

え
る
と
、
医
療
現
場
の
医
師
や
看
護
師

の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。す
る
と
、

医
師
が
地
域
か
ら
出
て
い
く
こ
と
に
な

り
、
地
域
で
医
師
が
不
足
す
る
事
態
を

招
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
残
っ
た
医
師

な
ど
へ
の
負
担
が
さ
ら
に
大
き
く
な

る
、
と
い
っ
た
悪
循
環
が
生
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
重
症
な
患
者
や
入
院
患
者
の

急
変
な
ど
、
一
刻
も
早
い
受
診
、
治
療

を
必
要
と
す
る
人
へ
の
対
応
に
支
障
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

 

救
急
車
の
利
用　
　
　
　
　
　
　
　

    

　　

救
急
車
の
出
動
件
数
は
、
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
（
図
２
）。
救
急
車
の
台

数
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
緊
急

性
が
な
い
場
合
で
の
救
急
車
の
利
用
が

多
く
な
る
と
、
本
当
に
必
要
な
人
が
緊

急
時
に
利
用
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

                             

（図 2）救急出動件数および搬送人員の推移
（八幡浜・大洲喜多地区二次救急病院）
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3254 3221

3335 3344

2780
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3108
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3179 3157

1500

2000

2500
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3500

出動件数

搬送人員

【救急車配備】 
大洲消防署本署 2 台 
長　浜　支　署 1 台 
川　上　支　署 1 台 

H24　　 H25　　 H26　　 H27　　 H28　　 H29　　 H30

出動件数 搬送人数

大 洲 消 防 署 本 署 １,832　　 １,737（１,１35）

長 浜 支 署 363　　 339 　（27１）

川 上 支 署 242　　 224 　（１60）

内 子 消 防 署 本 署 752　　 7１0 　（5１9）

小 田 出 張 所 １55　　 １47 　（１１0）

合 計 3,344　　 3,１57（2,１95）

平成30年救急業務状況

（　）内の数値は65歳以上
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救
急
医
療
の
適
正
受
診
に
つ
い
て

 
救
急
医
療
と
は　
　
　
　
　
　
　

         

　

大
洲
市
で
は
、
愛
媛
県
お
よ
び
近
隣

市
町
と
連
携
し
、
身
近
に
医
療
を
提
供

す
る
初
期
医
療
か
ら
、
入
院
医
療
を
主

体
と
す
る
二
次
救
急
医
療
、
高
度
・
特

殊
・
専
門
的
な
医
療
を
担
う
三
次
救
急

医
療
に
至
る
ま
で
、
３
段
階
の
医
療
体

制
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
必
要
な
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

初期救急医療（一次救急医療）

大洲喜多休日夜間急患センター

　入院治療の必要がなく、外来で対処しうる帰宅可
能な軽症患者に対応する救急医療です。診察の結果、
手術や入院の必要がある場合には、二次救急病院な
どへ紹介されます。

【注意事項】
▽ 健康保険証は、忘れずに持参してくだ

さい。
▽ センターは応急処置が主であり、レン

トゲンや詳しい検査はできません。
▽ 薬は、基本的に １ 日分もしくは休日分

の処方となります。
▽ 他の医療機関から処方された薬がある

場合は、医師または看護師に申し出て
ください。

▽ 中学生は診察できます。小学生は、か
かりつけ医にご相談ください。

診 療 科 目 内科

診 療 時 間
平日・土曜　午後 8 時～午後１１時
日曜・祝日　午前 9 時～午後 6 時
　　　　　　午後 8 時～午後１１時※

住 所 〒795－0064
大洲市東大洲88番地 １

電 話 番 号 0893－23－１１56

●喜多小学校

●

総合
体育館●

●
JA愛媛
たいき

●
大洲
農業高校

大洲喜多休日夜間
急患センター

←西予市 内子町→
56

愛媛県大洲庁舎

愛媛県子ども医療電話相談 こどもの救急（Webサイト）
　急な発熱など子どもの急病などで、受診したほうが良いのか、
様子をみても大丈夫なのか。看護師（必要に応じて小児科医）
が家庭での応急対処の方法など、電話でアドバイスします。

　サイト内の「気になる症状」を選
択すると、子どもの症状に合わせて、
その対処方法を知ることができます。

【利用できる時間帯】
平　日　午後 5 時～翌朝午前 8 時
土曜日　午後 １ 時～翌朝午前 8 時
日・祝　午前 8 時～翌朝午前 8 時

【対象年齢】
生後 １ カ月～ 6 歳♯ 8 0 0 0

軽 

症

※日・祝の午後 8 時～１１時の診療は、6 月 １日から対応開始です。
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三次救急医療 二次救急医療
　初期、二次救急では対応が難しい、高度な専
門的医療を必要とする重篤な救急患者に対応す
る救急医療です。県内では、下記の 4 病院が救
命救急センターとして24時間体制で担当します。

　入院治療や手術を必要とする重症患者に対応
する救急医療です。八幡浜・大洲圏域にある 5
つの病院が救急告示医療機関として、曜日ごと
に輪番制で対応しています。
　通常、入院や手術が必要と判断された患者が
救急車で搬送されるのは、この二次救急医療の
病院です。

　

地
域
の
救
急
医
療
体
制
を
存
続
さ
せ

る
た
め
に
は
、
救
急
病
院
や
救
急
車
を

正
し
く
利
用
す
る
と
い
う
市
民
一
人
ひ

と
り
の
心
が
け
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
救
急
医
療

を
本
当
に
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
適

正
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

通
常
の
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る                

　

救
急
医
療
は
、
あ
く
ま
で
救
急
事
態

に
備
え
る
た
め
限
ら
れ
た
医
療
ス
タ
ッ

フ
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
診
療
時
間
は
、
診
療
時
間
外

に
比
べ
、
検
査
な
ど
を
含
め
た
診
療
体

制
が
よ
り
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

休
日
・
夜
間
は
初
診
料
が
通
常
よ
り
も

加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
可
能
な
限
り
、

通
常
の
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

 「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
つ                                    

　

病
気
に
な
っ
た
時
の
初
期
の
治
療
や

健
康
に
不
安
を
感
じ
た
時
に
相
談
で
き

る
、
身
近
な
医
者
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

　

体
の
不
調
を
感
じ
た
と
き
は
、
早
め

に
「
か
か
り
つ
け
医
」
に
相
談
し
、
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

 

小
児
救
急
電
話
相
談
を
利
用
す
る                

　

夜
間
・
休
日
に
子
ど
も
の
急
な
病
気

で
対
応
が
心
配
に
な
っ
た
ら
、
小
児
救

急
電
話
相
談
（
☎
＃
８
０
０
０
）
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。看
護
師
や
医
師
か
ら
、

子
ど
も
の
症
状
に
応
じ
た
適
切
な
対
処

の
仕
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

 

救
急
車
の
適
切
な
利
用
を
心
が
け
る        

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
緊
急
性
が

あ
り
、
本
当
に
必
要
な
時
に
救
急
車
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

休
日
・
夜
間
の
急
な
病
気
は
「
大
洲

喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
」
へ

　

急
患
セ
ン
タ
ー
は
、
休
日
や
夜
間
の

急
病
（
急
な
発
熱
、
感
冒
症
状
、
嘔
吐
、

下
痢
、
め
ま
い
な
ど
）
に
対
し
て
診
療

し
ま
す
。

 

休
日
の
小
児
科
は
輪
番
制
で
す                         

　

大
洲
市
・
八
幡
浜
市
・
西
予
市
・
内

子
町
・
伊
方
町
の
小
児
科
医
が
、
日
曜
・

祝
日
、
年
末
年
始
に
輪
番
で
診
察
を
し

て
い
ま
す
。

　

当
番
医
は
、
広
報
お
お
ず
（
26
ペ
ー

ジ
）
や
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

曜 日 昼間帯 夜間帯
月・火 市立大洲病院（西大洲）

水 加戸病院（内子町）

木 大洲記念病院
（徳森）

市立八幡浜総合病院
（八幡浜市）

金～日 大洲中央病院（東大洲）

救急当番病院〈 ５月31日㈮まで〉

※ 6 月 １ 日㈯以降、救急当番病院の受入体制が一部変更
されます。詳しくは、 3 ページをご覧ください。

重 

症

東予救命救急センター
（県立新居浜病院）

中予救命救急センター
（県立中央病院）

愛媛大学医学部附属病院
（基幹連携病院）

南予救命救急センター
（市立宇和島病院）

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
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大
洲
市
復
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

おおずニュース

 
１　

復
興
計
画
の
趣
旨
・
目
的　
　

  

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
・
地

域
・
行
政
が
心
を
一
つ
に
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

復
興
計
画
は
、
き
ら
め
く
大
洲
市
の

復
活
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
主
要
な

施
策
や
具
体
的
な
取
り
組
み
を
体
系
的

か
つ
時
系
列
に
整
理
し
、
復
旧
・
復
興

と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
策
定
す
る
も
の

で
す
。

 

２　

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
・
基
本
方
針　

     

〜 

き
ら
め
く
大
洲
を
み
ん
な
で
未
来
に

つ
な
ぐ
〜

　

先
人
が
守
り
育
て
て
き
た
「
き
ら
め

く
大
洲
」
を
市
民
の
み
な
さ
ん
で
手
を

つ
な
い
で
復
興
し
、
未
来
の
子
ど
も
た

ち
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
次
の
４
つ

の
項
目
を
復
興
の
柱
に
据
え
、
復
興
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

 

３　

復
興
計
画
の
構
成                                 

 

４　

計
画
期
間　
　
　
　
　
　
　

  　

  

　

復
興
に
向
け
た
課
題
は
、
多
岐
に
渡

り
、
段
階
的
か
つ
着
実
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
か

ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
６
年
間
（
河
川

激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
期
間
）

と
し
ま
す
。

経
済
・
産

業
の
再
生

防
災
力

の
向
上

生
活
基
盤

の
再
生

市
民
生
活

の
再
生

期　　間 平成30年度 平成3１年度・
令和 2 年度 令和 3 ～ 5 年度

短期対策

中期対策

長期対策

１ 

復
興
計
画
の
趣
旨
・
目
的 

 
 
 

  
平
成30

年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
・

地
域
・
行
政
が
心
を
一
つ
に
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

復
興
計
画
は
、
き
ら
め
く
大
洲
市
の

復
活
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
主
要
な

施
策
や
具
体
的
な
取
り
組
み
を
体
系
的

か
つ
時
系
列
に
整
理
し
、
復
旧
・
復
興

と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
策
定
す
る
も
の

で
す
。 

 

２ 

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
・
基
本
方
針 

 
 

～
き
ら
め
く
大
洲
を
み
ん
な
で
未
来
に 

つ
な
ぐ
～ 

 

先
人
が
守
り
育
て
て
き
た
「
き
ら
め

く
大
洲
」
を
市
民
の
み
な
さ
ん
で
手
を

つ
な
い
で
復
興
し
、
未
来
の
子
ど
も
た

ち
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
４
つ
を
復

興
の
柱
に
据
え
、
復
興
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。 

       

 

３ 

復
興
計
画
の
構
成 

 
 
 
 
 
 

                            

※
総
合
計
画
を
は
じ
め
、
各
種
関
連
計

画
に
つ
い
て
は
、
復
興
計
画
と
の
整

合
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

                           

 

４ 

計
画
期
間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

復
興
に
向
け
た
課
題
は
、
多
岐
に
渡

り
、
段
階
的
か
つ
着
実
に
取
り
組
む
昼

用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
ま
で

の
６
年
間
（
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別

緊
急
事
業
期
間
）
と
し
ま
す
。 

                      

大
洲
市
復
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た 

市
民
生
活 

の
再
生 

防
災
力 

の
向
上 

生
活
基
盤 

の
再
生 

経
済
・
産 

業
の
再
生 

総合計画 

基本構想 

総合計画 

基本計画 

各種 

関連計画 

公共施設等 

総合管理計画 

公共施設等 

個別計画 

復興計画 

地域 

防災計画・ 

強靭化計画 

「土地利用基本構想」の見

直しの必要性を検討 

復興計画に基づき、

関連する各計画の内

容を修正 

復興計画との整合

性を確保し、「主要

施策」を追加修正 

期 間 平成30年度 
平成31年度・ 

令和2年度 
令和3～5年度 

短 期 事 業    

中 期 事 業    

長 期 事 業    
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おおずニュース

　

大
洲
市
復
興
計
画
全
編
に
つ
い
て

は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

復
興
支
援
課　

☎
�
９
９
８
９

 

５　

ビ
ジ
ョ
ン
別
実
施
計
画                                 

【経済・産業の再生】
▽ 基幹産業である農林業の復興を図るため、

農地などの生産基盤の早期復旧や地域に適
した振興策を推進するとともに、経営再建
に対する支援を行います。

▽ 被災によって縮小した経済活動の復興と雇
用の維持・創出を図るため、被災企業の早
期の事業再開や地場産業の潜在力を活用し
た新たな産業の創出などを支援します。

▽ 観光資源の復旧・再整備や各種イベントの
復活を目指すとともに、新たな視点での観
光資源の開発に取り組みます。

【防災力の向上】
▽ 激甚災害対策特別緊急事業などの促進によ

り、治水対策の強化を図ります。

▽ 地域防災計画および地域強靭化計画の見直
しを行います。

▽ 災害時の多様な情報伝達手段の確保と連絡
体制の強化を図ります。

▽ 市民の防災意識の啓発や自主防災組織の育
成を図ります。

▽ 今回の災害を記録として残し、今後の災害
への教訓とします。

【市民生活の再生】
▽ 住宅に関しては、応急仮設住宅や民間借り

上げ住宅への入居、住宅の取り壊しや再建
に係る支援を行ってきました。引き続き、
被災者のニーズを把握しながら災害公営住
宅の整備など、仮住まいの早期解消に向け
た取り組みを行います。

▽ 被災者の不安を解消するためのメンタル相
談や健康指導を進めるほか、子どもの学習
環境や子育て環境を整えます。

▽ 地域コミュニティの再生に向けて、コミュ
ニティ施設の再建に取り組むとともに、自
治会などに対しての支援を行います。

▽ 大洲市の元気活力のため、復興に向けたイ
ベントを開催します。

【生活基盤の再生】
▽ 災害に強いまちづくりの根幹となる道路や

河川、上水道、下水道などの早期本格復旧
を進めます。

▽ 大洲市公共施設等総合管理計画の基本的な
考え方を十分考慮しつつ、公共施設などの
早期復旧、機能回復に取り組みます。

▽ 災害に強い情報通信網の再整備を進めま
す。

復興ビジョン　　　　基本方針
　（ 4項目）　　　　　 （１4項目）

大洲市復興計画

＜施策体系＞
ビジョン別実施計画≪88事業≫の推進

地区別実施計画の策定・推進http://www.city.ozu.jp/
soshiki/fukkou/3１969.html
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第
55
回
新
就
職
者
激
励
大
会
が
４
月

19
日
㈮
、
リ
ジ
ェ
ー
ル
大
洲
で
開
催
さ

れ
、
新
た
に
大
洲
市
内
の
企
業
に
就
職

し
た
新
就
職
者
の
う
ち
63
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
で
は
、
二
宮

市
長
が
「
成
功
の
対
義
語
は
、
失
敗
で

は
な
く
挑
戦
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
失

敗
し
て
も
得
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
決
し

て
無
駄
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
若
さ
と

感
性
を
生
か
し
て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
挑

戦
し
続
け
て
ほ
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
社
会
人
の
先
輩
で
あ
る
、
伊

予
銀
行
の
柴
田
穣じ
ょ
う

さ
ん
が
「
若
さ
と
情

熱
を
持
っ
て
自
己
研
さ
ん
に
励
み
、
１

日
１
日
を
大
切
に
し
な
が
ら
自
分
の
道

新
就
職
者
の
門
出
を
祝
っ
て

　沖浦観音春季大祭が、 4 月１7日㈬、長浜町沖浦
にある瑞

ずい

龍
りょう

寺
じ

で開催されました。大祭に併せて、
お寺に祭られている国指定重要文化財の「十一面
観
かん

世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

」の特別一般公開も行われ、多く
の人が参拝していました。
　天候にも恵まれ、露店出店や餅まき・福まき、
各種イベントなど、盛大に大祭が執り行われまし
た。

　模型制作代行業として働く野口勝
かつ

也
や

さん（菅田
町菅田）が、市に「宇宙戦艦ヤマト」の模型を寄
贈するため、 4 月１0日㈬、市役所を訪れました。
　寄贈された模型は、松本零

れい

士
じ

さんが監督を務め
た「宇宙戦艦ヤマト」に登場する艦艇を忠実に再
現しています。野口さんは、「ヤマト作品での地球
の完全復興と同じく、大洲市の復旧・復興を願っ
ています」と話しました。

沖浦観音　御開帳大洲市の復興を願って

を
切
り
開
い
て
ほ
し
い
。
輝
か
し
い
社

会
人
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

る
」と
激
励
の
こ
と
ば
を
送
り
ま
し
た
。

　

新
就
職
者
を
代
表
し
て
、
株
式
会
社

テ
レ
フ
ァ
ー
ム
の
髙
橋
幹か
ん

太た

さ
ん
と
、

丸
三
産
業
株
式
会
社
の
宮
内
凛り
ん

さ
ん
が

「
与
え
ら
れ
た
仕
事
だ
け
で
な
く
、
地

域
活
動
に
も
取
り
組
み
、
大
洲
市
の
復

興
に
つ
な
げ
た
い
。自
己
啓
発
に
努
め
、

温
も
り
の
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢

献
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
交
流
会
が
行
わ
れ
、
新
就

職
者
の
み
な
さ
ん
は
名
刺
を
交
換
す
る

な
ど
、
情
報
交
換
や
新
た
な
人
脈
づ
く

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
就
職

者
に
よ
る
自
己
紹
介
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
抱
負
や
決
意
を
発
表
し
ま
し
た
。
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観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
空
間
と
し

て
、
Ｊ
Ｒ
伊
予
大
洲
駅
構
内
に
「
伊
予

大
洲
駅
観
光
案
内
所
」
と
「
公
衆
ト
イ

レ
」
が
新
た
に
整
備
さ
れ
、
開
所
式
が

４
月
19
日
㈮
、
駅
構
内
の
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

二
宮
市
長
は
、「
大
洲
を
訪
れ
た
観

光
客
の
拠
点
と
し
て
利
用
し
て
ほ
し

い
。
今
日
を
観
光
Ｐ
Ｒ
の
新
た
な
ス
タ

ー
ト
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の

強
化
や
、
交
流
人
口
増
加
に
向
け
た
観

光
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
に
取
り
組
み
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の

代
表
取
締
役
社
長
の
半
井
真し
ん

司じ

さ
ん
は

「
大
洲
長
浜
線
は
、
昨
年
１
０
０
周
年

を
迎
え
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
観
光
振
興

を
市
と
協
力
し
、
一
層
の
誘
客
や
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

観
光
案
内
所
内
に
は
、
物
産
販
売
コ

ー
ナ
ー
が
併
設
さ
れ
、
志
ぐ
れ
な
ど
の

大
洲
の
特
産
品
が
購
入
で
き
ま
す
。
ま

た
、
駅
か
ら
の
移
動
の
た
め
に
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
所
式
で
は
、
大
洲
市
と
四
国
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
に
よ
る
「
伊
予
大
洲
駅

マ
チ
カ
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
す
る

協
定
が
締
結
さ
れ
、
駅
と
そ
の
周
辺
地

域
を
活
用
す
る
地
域
活
性
化
事
業
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

交
流
人
口
に
向
け
観
光
拠
点
を
整
備

　宮城県のNPO法人「奏
かな

海
み

の杜
もり

」（理事長：太
だ

齋
ざい

京
きょう

子
こ

さん＝写真左）は、平成30年 7 月豪雨災害で車
3 台が被害に遭ったNPO法人「歩

あゆむ

」に対し、 8 月
から福祉車両を無償で貸与していました。その福
祉車両の返還が、 4 月27日㈯に行われました。
　「歩」の白石美

み

月
づき

理事長（写真右）は「 9 カ月間、
ほぼ毎日使用しました。さらに、車椅子車載が可
能であり利用者も喜んでいました。感謝の気持ち
でいっぱいです」とお礼の言葉を述べました。

　うかいの成功と肱川での豊漁を願い、大洲市観
光協会による稚アユの放流が、 4 月１5日㈪、如法
寺河原で行われました。
　この日は晴天に恵まれ、肱川漁業協同組合の協
力のもと、肱南保育所の園児１0人が、「大きくなっ
てね」とのかけ声とともに、稚アユを小さなバケ
ツから川へ放しました。
　この日放流された 7～ 8 ㎝の稚アユは、漁が解
禁となる 6 月には20㎝前後に成長するそうです。

2 つの災害を乗り越えた車大きく育ってね
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シリーズ

文化財
武田敬

ゆ き

孝
た か

・成
し げ

章
あ や

兄弟生誕地
大洲市指定史跡
個人所有

　武田敬孝は文政 3（１820）年、武田成章は文政１0
（１827）年に、この地で生まれました。
　兄の敬孝は、大洲藩校明

めい

倫
りん

堂
どう

の教授などを務め、
藩主に対して藩政改革を勧めたほか、藩論を勤王
へと導きました。また、文久 3（１863）年に京都で
起きた「八月十八日の政変」では藩主とともに御
所を警護しました。
　弟の成章は、大坂の緒方洪

こう

庵
あん

に蘭学を学び、そ
の後、佐久間象

しょう

山
ざん

に兵学を学びました。ロシア海
軍提督プチャーチンとの折衝の際には通訳を務め
ました。また、日本城郭史上初となる西洋式城郭
の五

ご

稜
りょう

郭
かく

（函館）を設計したことは有名です。
　敬孝と成章は、ともに幕末から明治にかけて活
躍した大洲を代表する偉人で、本史跡はその兄弟
の生誕地として貴重であるといえます。
 （昭和44年 2 月2１日指定）

野　鳥
カイツブリ（鳰）
カイツブリ目 カイツブリ科
全長　26㎝

　池や河川に生息する小さな水鳥です。「キュル
ルルルルル･･･」とよく通る声で鳴き、潜水して
水生昆虫や甲殻類、小魚を捕食します。警戒心が
強く、目の前に現れたかと思うと、潜って遠くに
浮かび上がります。水中は得意ですが、水面を蹴
って助走をしなければ、飛ぶことは出来ません。
　子育ては、枯れ草などを集めて巣を作り、水面
上の浮き島で卵を温めます。ヒナが生まれると、
背中におんぶする姿が親子愛を感じさせます。
　しかし、今までになかった脅威が押し寄せてい
ます。それは、人間が勝手に持ち込んだ外来魚で
す。動くものは何でも飲み込んでしまうオオクチ
バスなどは、いとも簡単にひなを餌にしてしまい
ます。外敵だけでなく、営巣期と重なる梅雨にも
耐えて、巣立っていくカイツブリを見ていると、
鳥も人間も子育ては、決して生易しいことではな
く、エールを送りたくなります。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

【トマト親子丼】

材料（ 4 人分）
米 2 合
鶏もも肉 １00ｇ
新タマネギ 200ｇ
トマト １ 個

A

だし汁 2 カップ
薄口しょうゆ 大さじ 2
みりん 大さじ 2
砂糖 大さじ １

卵 4 個
のり 適量
みつば 適量

　「トマトが赤くなると医者が青くなる」と言われるよう
に、トマトには栄養がたっぷり詰まっています。トマトに
多く含まれるビタミンCにはコラーゲンの合成を助け、シ
ミ、そばかすを予防し、肌にハリを与える効果があります。
また、ストレス解消や免疫力の強化にも効果的です。

①　米は洗っていつも通りの水加減で炊く。

②　鶏もも肉は一口大に切り、新タマネギは薄切りにする。

　　 トマトはヘタを除いて湯むきし、１2等分のくし型に切る。

③　 フライパンにAと鶏肉、新タマネギを入れて、火にか
け煮立ったら鶏肉を裏返しトマトを加える。

④　 ③に溶いた卵を回し入れフタをして、半熟に固まった
ら火を止める。

⑤　 丼にご飯を盛り、④を載せる。刻んだみつば、ちぎっ
たのりを載せる。

【レシピ提供：大洲市保健センター】

作り方

おおずを食べよう　健やかレシピ　Vol. ６
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う
か
い
シ
ー
ズ
ン
ス
タ
ー
ト

　

今
年
も
６
月
１
日
㈯
よ
り
、
肱
川
を

舞
台
に
大
洲
の
う
か
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　

新
屋
形
船
「
臥
龍
一
號ご
う

」
で
楽
し
む

格
別
な
う
か
い
や
、
涼
し
い
川
風
を
感

じ
て
川
下
り
が
楽
し
め
る
「
ひ
じ
か
わ

遊
覧
」
な
ど
、
各
種
乗
船
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
し
ま
し
た
。
肱
川
で
し
か
味
わ
え

な
い
夏
の
風
物
詩
、
大
洲
の
う
か
い
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
期　
　

間
】

▽
う
か
い
（
夜
）

　

６
月
１
日
㈯
〜
９
月
20
日
㈮

▽
ひ
じ
か
わ
遊
覧
（
昼
）

　

６
月
２
日
㈰
〜
９
月
20
日
㈮

※ 

７
月
21
日
㈰
、
８
月
３
日
㈯
・
４
日

㈰
を
除
く

【
乗
船
料
金
】
下
表
の
と
お
り

【
乗
船
場
所
】

う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ　

ほ
か

※ 

プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
問

い
合
わ
せ
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
観
光
総
合
案
内
所

☎
�
６
６
５
５

プラン うかい（夜） ひじかわ遊覧（昼）
※うかいではありません

乗　合
大人（中学生以上） １ 人6,000円～（船上食付き） １ 人4,000円～
小人（ 3 歳児以上） １ 人4,500円～（船上食付き） １ 人2,500円～

貸　切
乗船料 小型船1艘あたり20,000円～

大型船1艘あたり35,000円～
小型船1艘あたり１6,000円～
大型船1艘あたり28,000円～

船上食 １ 人3,500円～ １ 人１,500円～

プレミアム新造船
「臥龍一號」プラン

翁
お き な

うかい　１60,000円～
（船上食・給仕人および案内人付き）

雅
みやび

うかい　96,000円～（船上食付き）

料理のアップグレードのほか、宿泊
セットや案内散策プランもご用意し
ています。詳細については、お問い
合せください。

 

今
年
も
開
催 

 「
う
か
い
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
」 

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
気
軽
に
う
か
い

を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、今
年
も「
う

か
い
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

【
期　
　

日
】

６
月
19
日
㈬
・
７
月
17
日
㈬
・
８
月
21

日
㈬
・
９
月
18
日
㈬

※
一
回
あ
た
り
、20
人
ま
で
（
先
着
順
）

【
利
用
料
金
】

大
人
（
中
学
生
以
上
）
１
０
０
０
円

小
人
（
３
歳
以
上
）　　
　

５
０
０
円

【
利
用
条
件
】

①
大
洲
市
に
住
所
を
有
す
る
人

②
一
団
体
４
人
ま
で

③ 

船
上
で
の
飲
食
物
は
、
各
自
で
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

④ 

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。
午
後
７
時
ま

で
に
乗
船
場
へ
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
乗
船
場
・
下
船
場
】

▽
乗
船
場　

如
法
寺
河
原

▽
下
船
場　

大
洲
城
下

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
観
光
協
会

☎
㉔
２
６
６
４
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おしらせピックアップ

【鹿野川ダムの操作ルール】
▽ 菅田地区の堤防が整備中で浸水被害が頻発していることを考慮し、600㎥/s定量の時間を増加させるこ

とで、より多くの洪水で600㎥/s以下の流下量となります。
▽ 大規模な洪水に対してダムの容量を確保するため、東大洲地区などの暫定堤防70㎝かさ上げ見合いで、

最大流下量を約35%増加させます。（定開度操作の開始850㎥/s → １,１50㎥/s）
▽ ただし、ダムの容量が満杯になることが想定される場合には、流下量を流入量に近づける操作（異常洪

水時防災操作）を行う可能性があります。

【変更の方針】
　鹿野川ダム改造事業で増加した洪水調節容量を活用し、中規模洪水で鹿野川ダムに効果を発揮させ、より
大規模な洪水で野村ダムおよび鹿野川ダムに効果を発揮させる操作に変更しました。

【野村ダムの操作ルール】
 ▽ 大規模な洪水に対してダムの容量を確保するため、洪水初期の段階で流下量を増加させる操作に変更し

ます。
▽野村ダム下流の河川整備見合いで、最大流下量を１,000㎥/sとします。
▽ ただし、ダムの容量が満杯になることが想定される場合には、流下量を流入量に近づける操作（異常洪

水時防災操作）を行う可能性があります。

※詳細については、山鳥坂ダム工事事務所ホームページの記者発表資料をご覧ください。
　http://www.skr.mlit.go.jp/yamatosa/index.html 
※新たなダム操作ルールが決定次第、広報おおずなどに掲載します。

【問い合わせ先】　国土交通省四国地方整備局　山鳥坂ダム工事事務所　鹿野川ダム管理庁舎
　　　　　　　　☎34－2350　℻34－3928

野村ダム・鹿野川ダムの
新たなダム操作ルールの考え方を公表しました。

流入量

流入量・流下量（㎥/s） 流入量・流下量（㎥/s）

時間 時間

流入量

最大1,000㎥/s

300㎥/s 300㎥/s 600㎥/s 600㎥/s

貯留量が現行の洪水調節容
量の 4 割（140万㎥）に達した
時点で流入量が増加してい
る場合は流下量を増加

貯留量が現行の洪水調節容量の4割
（660万㎥）に達した時点で流入量が
増加している場合は流下量を増加

流下量増加の目標は
東大洲が溢れない
1,150㎥/s

流下量増加の目標は
東大洲が溢れない
400㎥/s

流下量増加の目標は
東大洲が溢れない
850㎥/s

Q Q

ｔ ｔ

：ダムへの流入量
：現操作の流下量
：変更後の流下量

※破線は、ダムの容量が満杯
になることが想定される
場合の流入量及び流下量

　（異常洪水時防災操作）

野村ダム操作イメージ 鹿野川ダム操作イメージ

貯留量が改造後の洪水調節容量の
4割（950万㎥）に達した時点で流入量
が増加している場合は流下量を増加
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Information pick up

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
中
小
事
業
者
に
対
す
る
災
害
復
旧

に
係
る
補
助
金
と
融
資
時
の
利
子
補
給

金
の
申
請
受
け
付
け
を
今
年
度
も
継
続

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
人
で
、

希
望
さ
れ
る
人
は
必
ず
受
付
期
限
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

商
工
産
業
課　

☎
㉔
１
７
２
２

大洲市中小事業者災害復旧資金利子補給
申 請 受 付 期 限 令和 2 年 １ 月3１日㈮まで

対 象 と な る 融 資

▽愛媛県災害関連対策資金
▽ 日本政策金融公庫災害復旧貸付・平成30年 7 月豪雨特

別貸付・西日本豪雨災害マル経・生活衛生改善貸付
▽商工組合中央金庫災害復旧資金
※ 令和元年１2月3１日までに融資を受けたもの。

利子補給対象融資額 3000万円まで
利 子 補 給 額 年利１.36%以内の額
利子補給対象期間 運転資金 7年以内、設備資金１0年以内

注 意 事 項 　申請書添付書類として「り災証明書」、「金銭消費貸借
契約書の写し」、「償還予定（計画）表の写し」が必要です。

大洲市中小事業者災害復旧支援事業補助金
本復旧補助金 仮店舗補助金

申請受付期限 令和元年１2月27日㈮まで
補 助 対 象 者 大洲市内に被災した事業所を有する中小企業・小規模事業者

補助対象事業
被災日時以降に着手し、平成3１年 2 月28日までに完了した事業
※ ただし、グループ補助金等の申請手続きを行っていたことが確認できる事業者に

ついては、この限りではありません。

補助対象経費 被災した施設や設備の修繕費・購入費 臨時的に業務を再開させるために必要と
なった仮設の店舗などの整備費

補 助 率 補助事業に要する経費の 2 分の １
補助金上限額 １ 事業者に対して１00万円以内 １ 事業者に対して50万円以内

注 意 事 項 　申請書添付書類として「り災証明書」、「被災前後の写真」、「設備・機材の買い替
えや修繕に要した費用の請求書・領収書」などが必要です。

　市教育委員会では、 4 月 １ 日から「こども発達
支援室」を開設しました。障がいのある子どもや
発達が気になる子どもが健やかに成長し、保護者
が安心して子育てできるように、各機関と連携し
ながら支援していきます。

▽窓口相談を行います
　電話や来所での相談を受け付けています。
▽幼児の言葉に関する指導を行います
　 まずはご相談ください。必要に応じて指導を

行います。
【相談場所】市役所別館 2 階　教育総務課内
【受付時間】月～金曜日
午前 8 時30分～午後 5 時１5分
※祝日・年末年始は除く。

【問い合わせ先】
教育総務課内こども発達支援室　☎57－99１9

「こども発達支援室」がスタート
　次の 4 人が、 4 月 １ 日付けで総務大臣から行
政相談委員に委嘱されました。
　行政相談委員は、住民のみなさんの行政に関
する苦情や意見・要望をお聞きし、行政との間
に立って、公正・中立的立場で相談に乗ります。
　相談は無料で、秘密は厳守されますので、お
気軽にご相談ください。
　各地域の開設日時は、広報おおず27ページの
各種相談ガイドをご覧ください。

【行政相談委員】

【問い合わせ先】総務課行政係　☎24－１724

行政相談委員に委嘱

小澤　功
いさお

さん

（大洲地区：再任）
相原　敏

とし

幸
ゆき

さん

（長浜地区：再任）
今宮　雅

まさ

司
し

さん

（肱川地区：再任）
長岡　勇

いさむ

さん

（河辺地区：新任）
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刈り草の提供について
　大洲土木事務所では、河川堤防の点検を行うため、年に １ 回の割合で堤防点検に必要な範囲の草刈りを
行っています。また、道路の安全を確保するため、年に １ 回の割合で県管理道路の草刈りも行っています。
　愛媛県では、資源の有効活用や環境保全の観点から、刈り草のリサイクル（再利用）を推進していて、
今年度も希望者への刈り草の提供を実施しますので、畑や果樹園の敷き草、堆肥の原料、畜産用の飼料な
どとして、ぜひご活用ください。

【提供方法】
草刈り実施各所の仮置き場に取りに来ていただき、その場で提供します。

【提供期間】
▽河川堤防　 6 月～ 7 月の予定
▽道　　路　 7 月～ 9 月上旬の予定

【注意事項】
▽刈り草の運搬は、原則として希望者にてお願いします。
▽刈り草は、そのままの状態で提供します。
▽先着順となりますので、刈り草がなくなり次第終了となります。

【問い合わせ先】
大洲土木事務所　☎24－5１2１
河川港湾課河川港湾グループ　　　　　内線280
道路課道路第二グループ（補修担当）　　内線3１8

刈り草は、
“有効な資源”

です。

敷き草として

堆肥の原料として

飼料として

道路に草が繁茂すると
▽見通しが悪く危険
▽道路幅が減少する

草刈りにより
▽見通しがよくなる
▽本来の道路幅を確保

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

 
熱
中
症
の
予
防　
　
　
　
　
　
　
　

  
　

熱
中
症
は
正
し
い
予
防
方
法
を
知

り
、
普
段
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と
で
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

熱
中
症
の
発
生
に
は
、
体
調
が
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
自
分
の
い
る
環
境
と

自
分
の
体
を
知
り
、
体
調
に
敏
感
に
な

る
事
が
大
切
で
す
。

　

熱
中
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
て
、
暑
い
季
節
も
安
全
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

【
予
防
方
法
】

▽
こ
ま
め
な
水
分
補
給
・
塩
分
補
給

▽ 

エ
ア
コ
ン
、
扇
風
機
な
ど
を
上
手
く

利
用
し
室
内
を
涼
し
く
す
る
。

▽
睡
眠
環
境
を
快
適
に
保
つ
。

▽ 

体
を
し
め
つ
け
な
い
涼
し
い
服
装
で

過
ご
す
。

【
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
】

▽ 

風
通
し
の
良
い
場
所
や
エ
ア
コ
ン
の

効
い
た
室
内
な
ど
涼
し
い
場
所
へ
移

動
す
る
。

▽ 

衣
服
を
脱
が
し
た
り
ゆ
る
め
た
り
し

て
体
を
冷
や
し
、
体
温
を
下
げ
る
。

▽ 

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
経
口
補
水
液

な
ど
、
水
分
、
塩
分
を
補
給
す
る
。

▽ 

意
識
が
な
い
場
合
や
、
自
力
で
水
分

を
摂
取
で
き
な
い
場
合
は
、
救
急
車

を
要
請
す
る
。

 

危
険
物
安
全
週
間　
　
　
　
　
　
　

  

　

危
険
物
安
全
週
間
と
は
、
平
成
２
年

に
消
防
庁
に
よ
り
制
定
さ
れ
、
以
来
毎

年
６
月
の
第
２
週
目
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

普
段
の
暮
ら
し
の
中
に
も
危
険
物
は

存
在
し
ま
す
。
危
険
物
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
貯

蔵
ま
た
は
取
り
扱
い
に
も
注
意
し
、
安

心
・
安
全
の
あ
る
暮
ら
し
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

【 
平
成
31
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進

標
語
】

「
無
事
故
へ
の構

え
一
分
の　

隙
も
無
く
」

【
危
険
物
と
は
】

　

消
防
法
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
一

般
的
に
次
の
よ
う
な
危
険
性
を
持
っ
た

物
品
を
い
い
ま
す
。

▽
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

▽
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

▽
消
火
の
困
難
性
が
高
い

※ 

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
油
性
塗
料
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
消
防
署
本
署　

☎
㉔
０
１
１
９

長
浜
支
署　
　
　
　

☎
�
０
１
１
９

川
上
支
署　
　
　
　

☎
34
２
８
５
１
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後
期
高
齢
者
の
歯
科
口
腔
健
診
に
つ
い
て

　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
を
対
象
に
無
料
で
歯
科
口
腔
健
診
を

実
施
し
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
は
、
お
い
し
い
食
事
、

楽
し
い
会
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全

身
の
健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
歯
科
口
腔
健
診

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

（
被
保
険
者
と
は
75
歳
以
上
ま
た
は
、

65
歳
か
ら
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
が
あ

り
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

に
認
め
ら
れ
た
人
）

※ 

た
だ
し
、
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
６

カ
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
て
い
る

人
、
障
害
者
支
援
施
設
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

介
護
保
険
施
設
な
ど
へ
入
所
・
入
居

し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

に
電
話
な
ど
で
、
直
接
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
者
に
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
、

受
診
票
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

６
月
１
日
㈯
〜
令
和
２
年
２
月
29
日
㈯

【
受
診
方
法
】

　

ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
が
届
い
た
ら
、
健

診
実
施
歯
科
医
院
に
ご
予
約
の
う
え
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
実
施
場
所
】

後
期
高
齢
者
の
歯
科
検
診
を
実
施
す
る

歯
科
医
院

※ 

ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
を
郵
送
す
る
時
に

一
覧
表
を
同
封
し
ま
す
。
ま
た
、
愛

媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と

愛
媛
県
歯
科
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
注
意
事
項
】

　

歯
科
健
診
は
期
間
中
に
１
回
の
み
で

す
。
重
複
受
診
が
判
明
し
た
場
合
は
費

用
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

歯
科
口
腔
健
診
は
無
料
で
す
が
、
そ

の
後
に
治
療
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
は

有
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
業
課
保
健
事
業
係

☎
０
８
９
（
９
１
１
）
７
７
３
９

℻
０
８
９
（
９
１
１
）
７
７
３
５

E-m
ail:info@

ehim
e-kouiki.jp

歯と口の健康を守りましょう　～いつまでも　続く健康　歯の力～
　毎年 6 月 4 日～１0日は、歯と口の健康習慣です。厚生労働省と日本歯科医師会は「80歳になっても20本以
上自分の歯を保とう」という８

はち

０
まる

２
にい

０
まる

運動を推進しています。
　20本以上の歯があれば、食生活にほぼ満足することができるといわれています。生涯、自分の歯で食べる
楽しみを味わうためにも、妊産婦を含めて生まれてから亡くなるまで、自分の歯を大切にする習慣をつける
ことが大切です。この機会に、歯と口のチェックをしてみましょう。

 歯周病検診のお知らせ 
　歯周病は、歯の喪失の原因となり、初期は自
覚症状が乏しいため、検診による早期発見が大
切です。年 １ 回は検診を受けましょう。

【対象者】
今年度中に、40歳・50歳・60歳・70歳になる人

【期　間】 6 月 １ 日㈯～１2月28日㈯
※定員200人になり次第締め切り

【場　所】市指定の歯科医療機関
【料　金】600円

 「元気歯
は

つらつコンクール」参加者募集 
　愛媛県と愛媛県歯科医師会主催で開催され
る、「元気歯つらつコンクール」に参加する人
を募集します。

【対象者】
次のすべての項目に該当する人
▽ 4 月 １ 日現在、満80歳以上の人
▽しっかりかめる自分の歯が20本以上ある人
▽ 「元気歯つらつコンクール」の受賞経験のな

い人
▽表彰式に参加できる健康状態である人

【申し込み・問い合わせ先】大洲市保健センター　☎23－03１0
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令
和
元
年
度
大
洲
市
う
る
お
い
の
里
づ
く
り

事
業
募
集
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
住
み
よ
い
快
適
な
う
る
お

い
の
里
づ
く
り
事
業
を
実
施
す
る
自
治

会
や
伝
統
芸
能
保
存
会
に
対
し
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
な
ど
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
補
助
対
象
種
目
】

▽
ふ
れ
あ
い
広
場
整
備
（
ミ
ニ
公
園
）

　

…
広
場
、
土
俵　

な
ど

▽
観
光
交
流
資
源
整
備

　

…
観
光
地
、
景
勝
地　

な
ど

▽
伝
統
芸
能
・
文
化
の
保
存
育
成

　

…
太
鼓
、
獅
子
舞　

な
ど

【
補
助
対
象
団
体
】

自
治
会
、
協
議
会
、
保
存
会
な
ど
で
組

織
が
明
確
な
団
体

【
補
助
率
お
よ
び
補
助
限
度
額
】

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
50
万
円
限
度
）

【
申
請
方
法
】

　

事
業
計
画
書
な
ど
の
関
係
書
類
を
復

興
支
援
課
、
各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

用
紙
は
、
復
興
支
援
課
、
各
支
所
に

用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

復
興
支
援
課　

地
域
自
治
推
進
係

☎
�
９
９
８
９

牛鬼整備（中野牛鬼会）

花壇・イルミネーション整備
（肱川愛あい会）

　市政は、市民のみなさんの信託のもと常に市
民に開かれたものとして運営されなければなり
ません。大洲市情報公開条例は、「市民の市政に
対する理解と信頼を深め、市民参加による公正
で民主的な開かれた市政を推進する」ために制
定されたものです。

（平成30年 4 月 １ 日～平成3１年 3 月3１日）

【問い合わせ先】
企画情報課情報統計係　☎24－１738

平成30年度
情報公開制度の運用状況

情報公開制度の請求件数と処理状況
公文書公開請求 １7件

公文書公開請求に
対する処分

公開決定 １3件
全部公開 2 件
部分公開 １１件

非公開決定 3 件
その他 １ 件

審査請求 １ 件

　大洲市における個人情報取扱事務の届出件数
は、１,688件です。
　また、平成30年度の個人情報の開示などの請
求については、１6件の開示請求がありました。
　その処理状況は、次のとおりです。

（平成30年 4 月 １ 日～平成3１年 3 月3１日）

【問い合わせ先】
企画情報課電算係　☎24－１738

平成30年度
個人情報保護制度の運用状況

個人情報の請求件数と処理状況

実施
機関

請求
区分

請求
件数

審査
請求開示 不開示 取り

下げ

市長 開示 8 件 7 件 １ 件 0 件 0 件

病　院
事　業
管理者

開示 8 件 8 件 0 件 0 件 0 件

合　計 １6件 １5件 １ 件 0 件 0 件
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「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀
」

　
　
　

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合
う
心
～

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

部
落
差
別
、
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
、
い
じ
め
、

差
別
待
遇
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な

ど
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
お

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
、
松
山
地
方

法
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
大
洲
市
に
お
い
て
も
毎
月
特
設

人
権
相
談
所
を
人
権
啓
発
課
相
談
室
や

公
民
館
な
ど
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
時
な
ど
に
つ
い
て
は
、
人
権

啓
発
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

人
権
啓
発
課　

☎
㉔
１
７
４
６

松
山
地
方
法
務
局
（
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）

▽
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談

　

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

▽
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談

　

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

▽
そ
れ
以
外
の
人
権
に
関
す
る
相
談

　

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

▽
外
国
人
に
よ
る
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
（
０
９
０
）
９
１
１

　

※
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
】（
敬
称
略
）

松
田　

智と
も

子こ

（
西
大
洲
）

久
保
田
和か
ず

子こ

（
西
大
洲
）

楠
﨑　

陽よ
う

子こ

（
北　

只
）

上
田　
　

弘ひ
ろ
し

（
若　

宮
）

中
野　

伸し
ん

一い
ち

（
菅　

田
）

松
岡　
　

強つ
よ
し

（
八
多
喜
町
）

大
石　

あ
い
（
新　

谷
）

大
本　

昭あ
き

裕ひ
ろ

（
豊　

茂
）

清
水　

康や
す

則の
り

（
長
浜
町
櫛
生
）

山
田
由ゆ

美み

子こ

（
肱
川
町
山
鳥
坂
）

源
田　

政ま
さ

幸ゆ
き

（
肱
川
町
大
谷
）

新
田　

義よ
し

和か
ず

（
河
辺
町
横
山
）

竹
林　
　

均ひ
と
し

（
河
辺
町
川
崎
）

大洲市職員を募集します
【共通受験資格】
▽日本国籍を有する人
▽地方公務員法第１6条（成年被後見人など）に該当しない人

【受付期間】　 5 月20日㈪～ 6 月20日㈭

【問い合わせ先】総務課　☎24－１723

採用予定職種 人　数 受　験　資　格

事務職Ⅰ（大学卒） 5 人程度 昭和6１年 4 月 2 日以降に生まれた人で、大学を卒業した人または令和 2 年 3 月
末までに卒業見込みの人

事務職Ⅱ（大学卒）
【総合適性検査枠】 １ 人程度

昭和6１年 4 月 2 日以降に生まれた人で、大学を卒業した人または令和 2 年 3 月
末までに卒業見込みの人
※ 一次試験（筆記試験）は、民間企業などで実施している基礎的能力を測る試

験のため、公務員試験対策を必要としない内容です。

技 術 職・土 木
【総合適性検査枠】 2 人程度

昭和6１年 4 月 2 日以降に生まれた人で、大学において土木工学に関する学科を
学修し卒業した人または令和 2 年 3 月末までに卒業見込みの人
※同上、公務員試験対策を必要としない内容です。

保 育 士 ・
幼 稚 園 教 諭 3 人程度 昭和6１年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保育士の資格と幼稚園教諭免許の両方

を有する人または令和 2 年 3 月末までに資格取得見込みの人

保 健 師 3 人程度 昭和6１年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保健師の免許を有する人または令和 2
年 3 月末までに免許取得見込みの人

※受験手続きその他詳細については、総務課へお問い合わせください。また、市公式ホームページでもご覧になれます。
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介
護
予
防
サ
ー
ク
ル
に
興
味
の
あ
る
み
な
さ
ん
へ

元
気
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

参
加
者
募
集

　
「
元
気
に
歳
を
重
ね
る
秘
訣
」
や
「
お

お
ず
生
き
活い

き
体
操
」に
つ
い
て
学
び
、

ま
ず
は
み
な
さ
ん
自
身
が
よ
り
元
気
に

な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座
で
す
。

　

修
了
後
は
、
地
域
の
身
近
な
集
ま
り

の
場
で
、
仲
間
と
一
緒
に
、「
お
お
ず

生
き
活
き
体
操
」
な
ど
の
介
護
予
防
活

動
に
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
せ
ん

か
。

　
「
介
護
予
防
サ
ー
ク
ル
」
に
興
味
の

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

▽
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
大
洲
市
民

▽ 

地
域
の
集
ま
り
の
場
で
、「
お
お
ず

生
き
活
き
体
操
」
な
ど
を
行
う
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

▽
３
回
以
上
、
講
座
に
参
加
で
き
る
人

【
実
施
日
】

７
月
12
日
㈮･

22
日
㈪

８
月
９
日
㈮･

26
日
㈪

９
月
９
日
㈪･

27
日
㈮

【
場　

所
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
実
施
時
間
】

午
後
１
時
30
分
〜

【
受
講
料
】
無
料

【
定　

員
】
40
人

※ 

応
募
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

６
月
28
日
㈮

「
介
護
予
防
サ
ー
ク
ル
」

は
じ
め
ま
せ
ん
か

　

介
護
予
防
サ
ー
ク
ル
と
は
、
地
域
の

身
近
な
場
所
で
仲
間
と
一
緒
に
「
お
お

ず
生
き
活
き
体
操
」
な
ど
の
介
護
予
防

活
動
に
取
り
組
む
住
民
主
体
の
グ
ル
ー

プ
の
こ
と
で
す
。

【
条　

件
】

▽ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
５
人
以
上
参

加
し
て
い
る
こ
と

▽ 

月
１
回
以
上
（
年
12
回
以
上
）
開
催

す
る
こ
と

▽ 

介
護
予
防
の
体
操
を
毎
回
30
分
以
上

実
施
す
る
こ
と

【
現
在
の
状
況
】

　

21
団
体
が
介
護
予
防
サ
ー
ク
ル
と
し

て
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

（
４
月
１
日
時
点
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

歩　

☎
�
９
６
３
３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
１
７
１
４

後期高齢者医療保険料の均等割 9割軽減のみなさんへ
　後期高齢者医療保険料の均等割について、これま
で 9 割軽減となっていた人は、今年度、 8 割軽減に
変わります。
　（例）年金収入80万円以下の人

　なお、介護保険料については、今年度、所得の低
い高齢者（介護保険料の所得段階第 １ 段階～第 3 段
階の人）への保険料の負担軽減が強化されます。
　また、所得の低い年金受給者の人へは、１0月から
年金生活者支援給付金（最大月5,000円）の制度が始
まります。

　ただし、年金生活者支援給付金が支給されるには、
支給要件をすべて満たす必要があります。給付金額
は年金保険料を納めた期間などにより異なり、基本
的に１0・１１月分を１2月（年金の支払日と同日）に振
り込みます。詳しくは、ねんきんダイヤルへお問い
合わせください。
　医療保険料を年金からの天引きで納めている場
合、天引き額への影響は１0月からです。

【問い合わせ先】
▽後期高齢者医療保険料について
　保険年金課　☎24－１7１3
▽介護保険料について
　高齢福祉課　☎24－１7１4
▽年金生活者支援給付金について
　ねんきんダイヤル　
　☎0570（05）１１65

平成30年度 令和元年度 

9 割軽減 8 割軽減

保険料の納付額（ 2割）
保険料の納付額（ 1割）
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地域 工事店名 地　区 電話番号

大
　
　
　
　
　
洲

㈲三原設備 大　洲 24－3783
㈲オクダ設備 柚　木 24－3674
中央建設㈱ 24－3556
㈱矢野金物店 中　村 24－3043
㈲南予水道住設 若　宮 23－2352
村上工業㈱ 24－3１4１
㈲菊地浄化槽センター 五　郎 24－00１3
㈲いの水道設備 田　口 24－22１6
㈲丸電工業

東大洲

24－535１
㈲神田鉄工所 24－4１22
㈱土居鉄工所 24－45１9
ＪＡ愛媛たいき 24－4１8１
㈲曽根プロパン販売所 24－3522
マスダ水道設備 市　木 25－4１78
㈲内田電気水道設備

徳　森
25－2858

城戸電業社 25－2944
㈱西田興産 25－02１１
㈲アサノ設備 北　只 24－0783
㈱四電工大洲営業所 24－4595
タマル家電サービス 松　尾 24－05１8
㈲長田産業 23－57１3
谷本建設工業㈱ 平　野 24－5１6１
神南設備

菅　田
25－4684

㈲大和開発 25－3776
松浦建設㈱ 25－5335

地域 工事店名 地　区 電話番号

大
　
　
洲

城戸設備工業 菅　田 25－１１75
久保建設㈱ 蔵　川 27－0757
㈱宮元建設 新　谷 25－0242
向成建設㈱ 25－3１50
㈲佐々木鉄工 春　賀 26－0875
樹設備 多　田 26－１255
㈲星加水道設備 八多喜 26－0020
久保鉄工所 26－0537
好崎鉄工 米　津 26－0720

長
　
　
浜

笹田水道

長　浜

52－289１
㈲池内石油店 52－0448
㈲鈴木ガス商会 52－0358
㈲満野大商店 52－00１3
ダイワ設備工業 下須戒 52－１289
河内設備商会 52－0503
㈲住吉産業 上老松 52－１53１
矢野ガス㈱ 52－0420

肱
　
川

鹿野川ガス販売所 山鳥坂 34－270１
㈱ひじ建 34－2１１１
川上建設㈲ 名荷谷 34－2１0１
上田建設㈱ 宇和川 34－20１１
三瀬建設㈱ 予子林 34－29１１

河
辺

富永建設㈱ 植　松 39－20１１
北川商店 39－2303

【
水
道
週
間
に
つ
い
て
】

　

水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
済
活
動
を
支

え
る
必
要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施
設
と

し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

大
洲
市
の
水
道
事
業
は
、
２
上
水
道

お
よ
び
14
簡
易
水
道
と
小
規
模
水
道
で

構
成
さ
れ
、
公
衆
衛
生
の
向
上
、
生
活

環
境
の
改
善
、
生
活
水
準
の
維
持
な
ど

市
民
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
重
要
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
市
内
の

多
く
の
水
源
地
が
被
災
し
、
長
期
間
断

水
と
な
っ
た
地
域
も
あ
り
、
不
自
由
と

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。今
後
も
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
質
の

高
い
水
道
を
構
築
し
、
安
全
で
良
質
な

水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
水
道
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
も
踏
ま
え
、
水
道
に

つ
い
て
さ
ら
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
理

解
と
関
心
を
高
め
、
水
道
事
業
の
さ
ら

な
る
発
展
の
た
め
、「
水
道
週
間
」
を

設
け
、
全
国
の
自
治
体
や
関
係
団
体
が

連
携
し
て
広
報
活
動
を
重
点
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
改
め
て
水
の
大
切
さ

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

【
大
洲
市
の
取
り
組
み
】

▽
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
掲
示

　

 （
期
間
中
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で

水
道
事
業
啓
発
冊
子
な
ど
を
展
示
し

ま
す
）

▽
懸
垂
幕
設
置

▽
施
設
清
掃
（
水
源
地
な
ど
）

▽
広
報
車
に
よ
る
巡
回

▽ 

高
齢
者
世
帯
の
家
庭
給
水
装
置
訪
問

相
談

▽
広
報
お
お
ず
へ
の
記
事
掲
載

▽
水
道
施
設
見
学
会
（
随
時
）

【
水
道
工
事
を
行
う
と
き
は
】

　

水
道
の
新
設
・
改
造
・
修
理
・
撤
去

な
ど
の
工
事
を
行
う
と
き
は
、
必
ず
指

定
工
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
業
者
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

水
道
課　

☎
㉔
３
７
５
３

第
61
回
水
道
週
間
（
６
月
１
日
～
７
日
）
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
『
い
つ
も
の
む　

い
つ
も
の
水
に　

日
々
感
謝
』

市内の指定給水装置工事事業者
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お

 

し
ら
せ

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
に
対
し
「
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現

況
届
」
を
６
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
６
月
末
ま

で
に
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
現
況
届
は
、
児
童
手
当
法
に
お

い
て
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
全
員

に
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
て
、
受

給
者
の
前
年
の
所
得
状
況
や
６
月
１
日

現
在
で
の
養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
み
な
さ
ん
へ

※ 

現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
６

月
分
以
降
の
支
払
い
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

子
育
て
支
援
課　

☎
㉔
５
７
１
８

長
浜
支
所　
　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　
　

☎
39
２
１
１
１

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
（
産
前
産

後
期
間
）
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産

予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※ 

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。（
死
産
、

流
産
、早
産
さ
れ
た
人
を
含
み
ま
す
）

【
対
象
者
】

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
出
産
日

が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
人

【
届
け
出
方
法
】

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
届
け

出
が
可
能
で
す
の
で
、
速
や
か
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
西
年
金
事
務
所

☎
０
８
９
（
９
２
５
）
５
１
０
５

保
険
年
金
課　

☎
㉔
１
７
１
３

　

10
月
１
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
影
響
緩
和
の

対
策
と
し
て
、
次
の
対
象
者
に
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
者
の
み
な
さ
ん
は
、
住
所
の
登

録
な
ど
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
後
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

▽
住
民
税
が
課
さ
れ
な
い
人

※
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
を
除
く
。

▽ 

平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
元
年

９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
の
い

る
世
帯
主

【
住
所
登
録
】

▽ 

現
在
お
住
ま
い
の
住
所
が
住
民
票
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

▽ 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
避
難
さ
れ
た

人
で
、
避
難
先
住
所
の
変
更
が
あ
れ

ば
、次
の
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
指
定
13
市
町
村
の
人

　

…
避
難
元
市
町
村
の
窓
口

・
そ
れ
以
外
の
人

　

…
避
難
先
の
市
区
町
村
窓
口

※ 
指
定
13
市
町
村
…
い
わ
き
市
、田
村
市
、

南
相
馬
市
、
川か
わ

俣ま
た
町ま
ち
、
広
野
町
、
楢な
ら
葉は

町ま
ち
、
富
岡
町
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪

江
町
、
川
内
村
、
葛か
つ
ら

尾お

村む
ら

、
飯い
い

舘た
て

村む
ら

【
問
い
合
わ
せ
先
】

子
育
て
支
援
課　

☎
㉔
５
７
１
８

　

大
洲
市
と
内
子
町
、
各
商
工
団
体
が

連
携
し
、
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
日　

時
】
６
月
28
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

【
会　

場
】
リ
ジ
ェ
ー
ル
大
洲

【
対
象
学
生
】

令
和
２
・
３
年
３
月
に
大
学
・
短
期
大

学
・
専
門
学
校
・
高
等
学
校
を
卒
業
す

る
予
定
の
人

※
卒
業
後
３
年
以
内
の
人
を
含
む
。

【
内　

容
】

　

大
洲
市
・
内
子
町
内
に
立
地
す
る
企

業
約
50
社
が
、
個
別
に
ブ
ー
ス
を
設
け

て
企
業
説
明
を
実
施
し
ま
す
。

【
参
加
料
】
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要
・
入
退
場
自
由

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
商
工
会
議
所　
　

☎
㉔
４
１
１
１

長
浜
町
商
工
会　
　
　

☎
�
０
３
１
２

川
上
商
工
会　
　
　
　

☎
34
２
５
３
１

商
工
産
業
課　
　
　
　

☎
㉔
１
７
２
２

国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後

期
間
の
免
除
制
度
つ
い
て

住
所
の
登
録
、
し
て
い
ま
す
か

大
洲
・
内
子
地
域

合
同
企
業
説
明
会
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被災者生活再建支援制度
受付期間の訂正について

【変更前】

【変更後】

※ 住宅の解体を予定している世帯については、相当の期
間を要するため、「県･市独自の特別支援金」の受付期
限を １月から 3 月末まで延長していました。今回、さら
に時間を要する状況のため、受付期限を再延長します。

【問い合わせ先】
社会福祉課障がい福祉係　☎24－１758

受付期限
基礎支援金 令和元年 8 月 4 日
加算支援金 令和 3年        

令和元年 8 月 4 日
県・市独自の特別支援金 令和元年 8 月 4 日

受付期限
基礎支援金 令和元年 8 月 4 日
加算支援金 令和 3年        

令和元年 8 月 4 日
県・市独自の特別支援金 平成3１年 3 月3１日

　広報おおず 5 月号１6ページに掲載しました「被
災者生活再建支援制度の受付期間を変更します」
の記事について、誤りがありましたので以下の
とおり訂正します。市民のみなさんにご迷惑を
おかけし、申し訳ございませんでした。

＜訂正箇所＞

イ

 

ベ
ン
ト

　

国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）
と
は
、
一

筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有

者
・
地
番
・
地
目
・
境
界
に
関
す
る
調

査
確
認
を
行
い
、
境
界
の
位
置
と
面
積

を
測
量
す
る
調
査
で
す
。　

　

調
査
結
果
は
、
ま
ち
づ
く
り
・
公
共

事
業
・
税
務
・
災
害
復
旧
な
ど
、
土
地

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
利
活
用

さ
れ
ま
す
。

【
実
施
区
域
】
菅
田
町
宇
津
の
一
部

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
山
漁
村
整
備
課
国
土
調
査
係

☎
㉔
１
７
４
３

肱
川
を
美
し
く
す
る
お
花

は
ん

国
土
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
畑
の
前

橋
周
辺
を
ひ
ま
わ
り
の
花
畑
に
す
る
た

め
の
種
ま
き
を
行
い
ま
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
一
般
の
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
６
月
３
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

（
受
け
付
け
：
午
前
９
時
〜
）

※
少
雨
決
行
、
予
備
日
は
６
月
４
日
㈫

【
集
合
場
所
】
畑
の
前
橋
下
（
若
宮
）

※ 

作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
軍
手
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
を
美
し
く
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局
（
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

肱
川
出
張
所
内
）　

☎
㉕
４
６
４
９

　

愛
媛
県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
で
考
え
る
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
第
24

回
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
県

民
大
会
）を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】
６
月
19
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
会　
　

場
】
マ
リ
エ
ー
ル
大
洲

【
基
調
講
演
】

木
須　

八や
重え
子こ
さ
ん

（
公
益
財
団
法
人
せ
ん
だ
い
男
女
共
同

参
画
財
団
理
事
長
）

▽
基
調
講
演
テ
ー
マ

　
「
よ
り
よ
く
生
き
延
び
る
」

▽
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
テ
ー
マ

　
「 

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
防
災

を
考
え
る
〜
地
域
で
、
家
庭
で
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
」

【
申
し
込
み
方
法
】

電
話
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課

男
女
参
画
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
３
３
２

℻
０
８
９
（
９
１
２
）
２
４
４
４

E-m
ail:danjokyodo@

pref.ehim
e.lg.jp

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
て
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私
が
こ
の
店
を
継
い
だ
の
は
、
20
歳

の
時
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
先
代
で
あ

る
母
が
、
こ
の
店
の
伝
統
の
味
を
受
け

継
い
で
き
ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
志
ぐ

れ
を
作
る
母
の
姿
を
見
て
、
い
つ
か
私

も
志
ぐ
れ
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
、
こ
の
道
に
入
る
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。

　

志
ぐ
れ
を
含
め
和
菓
子
の
世
界
で

は
、
大
量
の
材
料
を
混
ぜ
る
作
業
な
ど

力
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
く
う
え
で
、
ま

ず
体
力
が
必
要
な
こ
と
を
身
に
染
み
ま

し
た
。

　

二
葉
屋
の
志
ぐ
れ
は
、
毎
朝
米
を
挽ひ

き
、
小
豆
を
か
ま
ど
で
炊
い
て
、
せ
い

ろ
で
蒸
し
上
げ
て
い
ま
す
。
甘
さ
控
え

め
で
も
っ
ち
り
と
し
た
食
感
が
特
徴
で

す
。
素
材
の
良
さ
を
最
大
限
に
引
き
出

す
た
め
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
作
業

し
て
い
ま
す
。

「
昔
な
が
ら
の
志
ぐ
れ
を
丁
寧
に
手
作
り
で
」

　

二
葉
屋
は
、
店
舗
が
臥
龍
山
荘
に
近

い
こ
と
も
あ
り
、
市
外
や
県
外
か
ら
の

お
客
さ
ん
が
多
く
訪
ね
て
き
ま
す
。
初

め
て
志
ぐ
れ
を
食
べ
る
人
に
は
、
志
ぐ

れ
の
歴
史
な
ど
を
説
明
し
て
、
商
品
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
受

け
継
が
れ
て
き
た
味
を
守
り
、
お
客
さ

ん
に
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
志
ぐ
れ
を
作
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　私たち大洲農業高等学校生産科学科は、大洲産米
のブランド化に挑戦しています。そのひとつとして、

「全国農業高校お米甲子園」にエントリーし、最高金
賞の受賞を目指してきました。しかし、全国の壁は
厚く、悔しい思いをしてきました。
　そこで栽培方向を見直し、「疎植栽培」に取り組み、
栽培管理を徹底したところ、平成30年 7 月豪雨の被

―次回は長浜高等学校からです。

害に遭ったにもかかわらず、全国で 5 校しか選ばれ
ない「金賞」を受賞することができました。
　このことを報告するため市役所を訪問すると、市
長から「将来大洲市を引っ張っていくリーダーに
なってほしい」と声をかけていただきました。この
言葉を励みに、今年こそ、昨年あと一歩届かなかっ
た最高金賞を目指します。

　二
ふた

 葉
ば

 屋
や

長穂　斗
と

志
し

英
ひで

　さん

　「毎日、気持ちを込めて作っ
ています」と話す44歳。

大洲275
☎23－4475（　　　　）
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大洲農業高等学校Vol.2₇
～市内 6 校の高校生によるリレーエッセイ～
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級 若モン

集まれ
オー



　「うちどく（家読）」とは、家族で同じ
本を読んで、その本について話すことで

す。そうすることで、子どもも大人もともに成長し、
心の豊かさを育むことができます。
　図書館が配布する「うちどくノート」を完成さ
せて、最寄りの図書館へお持ちいただくと、ミニ
賞状とシールがもらえます。
　また、 １ 月末までに １ 年で １ 番たくさんのノート
を完成させた人へ、最多賞を
贈ります。「幼稚園・保育所の
部」、「小学校低学年の部」、「小
学校中学年の部」、「小学校高
学年の部」、「中学生の部」で
それぞれ決定します。ぜひチャ
レンジしてください。

　市内で活動する読み聞かせボランティアのみなさ
んにご協力いただき、うちどくにぴったりな絵本の
おすすめリストが完成しました。
　実は絵本は、大人にとっても読み応え・見応えたっ
ぷりです。ページ数が少ないので、「うちどくをやっ

てみたいけど、本を読む時間
がない」というご家族にも最
適です。
　大洲市立図書館では、ブッ
クリスト掲載図書を専用コー
ナーにて展示しています。貸
し出しできますので、お気軽
にお立ち寄りください。 （本文紹介TRCマークより）

※ 図書館のホームページで図書の検索や予約ができます。

　高校時代の人間関係が原因で引
きこもりになった花子の唯一の外
との繫がりは、「カコ」名義でプレ
イするゲームアプリ。そこで出会っ
たレンとメッセージをやりとりす
るうちに、彼に惹かれていき…。
京都を舞台に描かれる恋物語。

これは花子による花子の為の花物語
木爾　チレン著　出版：宝島社

（本文紹介TRCマークより）

　客
きゃっ

観
かん

的
てき

に物
もの

事
ごと

を見
み

る目
め

を養
やしな

うこと
はとても大

だい

事
じ

なこと。山
やま

中
なか

伸
しん

弥
や

、さ
かなクン、植

うえ

村
むら

直
なお

己
み

、スティーブ・ジョ
ブズ…。未

み

知
ち

の世
せ

界
かい

を探
たん

求
きゅう

する科
か

学
がく

者
しゃ

や冒
ぼう

険
けん

家
か

、起
き

業
ぎょう

家
か

の名
めい

言
げん

50を紹
しょう

介
かい

する。　

きみを変
か

える5₀の名
めい

言
げん

　山
やま

中
なか

伸
しん

弥
や

、さかなクンほか（児
じ

童
どう

書
しょ

）
佐
さ

久
く

間
ま

 博
ひろし

文
ぶん

，p
ぽ ん

on‐m
ま ー し ゅ

arsh絵
え

　出
しゅっ

版
ぱん

：汐
ちょう

文
ぶん

社
しゃ

オススメ新着図書

（一般）　「エッセイの世界」
（児童）　「体調管理で元気に過ごそう」

６ 月 展 示

う ち ど く

図書館
大洲市立図書館　　☎ ₅9ー4111

長浜分館 　☎ ₅2ー1121

肱川分館 　☎ 34ー2319

河辺分館　 　☎ 39ー2111

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 ₅ 6 ₇ 8

9 10 11 12 13 14 1₅

16 1₇ 18 19 20 21 22

23 24 2₅ 26 2₇ 28 29

30

■＝ 6 月の休館日

開館時間
午前 9時30分～午後 6時

 河辺分館のみ
平日は午後 5 時まで
土日祝日は午後 １ 時まで

※ 30日㈰は館内図書整理日のため休
館します。

新しいブックリストが
できました

※詳しくはホームページなどでご確認ください。

大洲市立図書館（東若宮）は
6 月１5日㈯、全面開館予定です

お待たせしました

やってみよう

25 広報おおず 2019年 6 月号



保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前 9 時～午後 5 時　※は午後 6 時まで）小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください。

2 日㈰ 守 口 小 児 科　 ※ （八幡浜市） ☎0894（24）7700

９ 日㈰ 一次救急休日・夜間診療所※ （八幡浜市） ☎0894（24）1199

16日㈰ 大洲ななほしクリニック （ 東 若 宮 ） ☎0893（25）7710

23日㈰ 山 下 小 児 科 （ 西 予 市 ） ☎0894（62）6801

30日㈰ ご と う 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893（23）0510

6 月の各種検診（健診） 
　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）　

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品

4 日㈫
午後 0 時45分～

１ 時30分
大洲市
保健センター

４ カ月児健診　  　（平成31年 1 月生）
▽母子健康手帳
▽アンケート
▽バスタオル

5 日㈬ 10カ月児育児相談（平成30年 8 月生） ▽母子健康手帳
▽アンケート
▽ハンドタオル

18日㈫ 1 歳 ６ カ月児健診（平成29年11月生）
25日㈫ ３ 歳児健診　※　 （平成28年 5 月生）

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

24日㈪ 午前 9 時40分～
10時00分

大洲市
保健センター

【対象者】
出産予定日が 8 月～11月の人

【内　容】
▽マタニティクッキング
▽栄養のバランスを考えよう
※希望する人は、17日㈪までに申し込みください。

▽母子健康手帳
▽�エプロン・タオル・

三角布
▽�テキスト（初回参加

時配布されたもの）

※ 3 歳児健診を受ける際は、事前にご家庭でチャイルドノートに掲載してある、目と耳の検査をしてからお越しください。

　婦人がん検診（乳がん検診・子宮頸がん検診）（事前に申し込みください）

　特定・後期高齢者・３９歳以下健診、がん検診（事前に申し込みしてください）

実施日 乳がん受付時間 場　所 対　　象　　者

11日㈫ 午前 8 時30分～10時30分
午後 1 時～ 1 時30分

蔵川基幹
集落センター 子宮頸がんの受付時間は、午後 1 時～ 1 時30分

※16日㈰のみ子宮頸がん検診の受付時間は、午前 8 時30分～10時
【対象者／料金】
▽子宮頸がん検診　20歳以上の女性／ 1,000円
▽乳がん検診　　　40歳以上の女性／ 1,200円
※75歳以上の女性は無料
※本人確認のため保険証を持参してください。

14日㈮ 午前 8 時30分～11時
午後 1 時～ 1 時30分 大洲市

保健センター
16日㈰ 午前 8 時30分～11時
25日㈫ 午前 8 時30分～11時

午後 1 時～ 1 時30分
平 野 公 民 館

27日㈭ 南久米公民館

実施日 受付時間 場　　所 内　　容

4 日㈫ 午前 8 時30分～
１0時30分

大谷
自治センター

【対象者／料金】
▽特定健診　　　　　40～74歳の国保加入者／１,000円
　※ 該当者には、 5月中旬～下旬頃、特定健康診査受診

券などを送付します。
　※ 保険証・特定健康診査受診券・質問票など（健診申込み

後に健診の 4 ～ 5日前に届きます）を持参してください。
▽後期高齢者健診　　　75歳以上の人／無料
▽39歳以下健診　　　　20～39以下の人／ １,000円
▽胃がん検診　　　　　40歳以上の人／ １,300円
▽肺がん検診　　　　　40歳以上の人／ 700円
▽ 肺がんCT検診（１4日・１6日のみ）
                      40歳以上の人／ 4,000円　　　
▽大腸がん検診　　　　40歳以上の人／ 600円
▽前立腺がん検診　　　50歳以上の男性／ 2,１60円
▽肝炎ウイルス検診　　40歳以上の人／ 700円
※75歳以上の人は、前立腺がん検診を除いて無料
▽結核検診（肺がん検診で同時実施）　65歳以上の人／無料
※本人確認のため保険証を持参してください

5 日㈬ 午前 8 時30分～１１時 肱川
保健センター

１１日㈫ 午前 8 時30分～
１0時30分

蔵川基幹
集落センター

１2日㈬

午前 8 時30分～１１時

河辺基幹集落センター

１4日㈮
１6日㈰ 大洲市保健センター

25日㈫ 平野公民館

27日㈭ 南久米公民館

※ 特定健診・後期高齢者健診・39歳以下健診・各種がん検診の申し込み方法については、「広報おおず 4 月号」、「20１9年健康チェッ
クカレンダー」、「市公式ホームページ」に掲載していますのでご覧ください。　

※ご不明な点がありましたら、保健センターまでお問い合わせください。 26広報おおず 2019年6月号



各種相談ガイド （曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

救急当番病院〈６月１日㈯以降〉
曜  日 昼間帯 【午前 8 時30分～午後 5 時30分】 夜間帯 【午後 5 時30分～翌午前 8 時30分】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151
水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）

☎25－2022
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894（22）3211
金・土 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

日 大洲中央病院（東大洲）

☎24－4551（8：30～18：00）
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894（22）3211

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈ 時～午後11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9 時～午後 ₆ 時
　　　　　　　　　　　　午前 ₈ 時～午後11時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。
　 ₆ 月 1 日㈯より救急当番病院の受入体制が一部変更されます。 5 月31日㈮以前
の救急当番病院は、 ₇ ページをご覧ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
※ 日・祝の午後 ₈ 時～11時の診療は、 ₆ 月 1 日から対応

開始します。

一般歯科・矯正歯科・小児歯科

大洲市東大洲1649-1

土・日も診察しております。
火曜日は訪問診療のため、一般外来は休診

ハロー歯科クリニック

0893-25-1184

歯科用
CT設置

診 療 時 間
午前 10：00～13：00 休診

休診

休診

休診午後 14：30～20：00 18：00

月
● ▲

▲●
●
●

● ●
●

火 水 木 金 土日 祝

人生のリスタートをサポートします ！

弁護士 村上勝也（愛媛弁護士会所属）
借金，夫婦・男女問題，交通事故，相続，成年後見などご相談ください。

村上勝也法律事務所
相談料は（１時間ごと）

個人的なご相談は 5000円（税別） １万円（税別）

そして詳細はウェブサイトへ！ http://www.murakami-law.net
大洲市中村 231愛媛舗道ビル２階 1号
（JR大洲駅から走って 1分・徒歩 2分）

事業者のご相談は

まずはお気軽にお電話ください！ ☎0893ｰ57ｰ6266
一定の資力以下の方には 無料法律相談 もあります。また弁護士費用の 分割払い 制度もあります。

LINE@始めました

▽無料労務相談　※要電話予約
時　 6 月20日㈭　午後 2 時～ 4 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4１１１

▽年金出張相談　※要電話予約
時　 6 月 6 日㈭ ･ 20日㈭
　　午前１0時～午後 3 時30分
場　総合福祉センター
問　松山西年金事務所　☎089－925－5１05

▽行政相談（総務省）
大洲地域
時　 6 月2１日㈮　午前 9 時～正午
場　市役所 3 階第 2 会議室
問　総務課行政係　☎24－１724
長浜地域
時　 6 月28日㈮　午後 １ 時～ 4 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　長浜支所　☎52－１１１１
肱川地域
時　 6 月 5 日㈬　午後 １ 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 3 階和室
問　肱川支所　☎34－23１１
河辺地域
時　 6 月１0日㈪　午前１0時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2１１１

▽不動産無料相談
時　 6 月１7日㈪　午前１0時～午後 4 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱　☎25－１747

▽人権相談
大洲地域
時　 6 月 3 日㈪　午前１0時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
時　 6 月１4日㈮　午前１0時～正午
場　上須戒公民館
肱川地域
時　 6 月１4日㈮　午前１0時～正午
場　肱川公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局
　　☎0570－003－１１0
　　人権啓発課　☎24－１746

▽子育て相談
家庭児童相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　子育て支援課
問　☎24－57１8
家庭教育・子育て相談
時　 月・火・木・金曜日の午前 9 時～午後 4 時
場　 大洲子育てサポートそよ風（喜多小学校内）
問　☎24－4580

▽ おおずふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　国立大洲青少年交流の家（自然環境館 3 階）
問　☎24－１4１4

▽青少年相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　青少年センター（教育委員会内）
問　☎24－7830

▽心配ごと相談
大洲地域
時　〔 一般相談〕毎週月・水曜日
　　〔  法律相談〕
　　　弁護士　※ 要電話予約
　　　毎月第 １ ・ 3 火曜日
　　　司法書士など　
　　　毎月第 2 ・ 4 ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　〔  介護相談〕毎週金曜日
　　 午前１0時～正午・午後 １ 時～ 4 時
　　※法律相談（弁護士）は午前１0時～正午
場　総合福祉センター
問　社会福祉協議会窓口　☎23－03１3
    （相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　 6 月28日㈮　午後 １ 時～ 4 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　社会福祉協議会長浜支所　☎52－１１94
肱川地域
時　 6 月 5 日㈬　午後 １ 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 3 階和室
問　社会福祉協議会肱川支所　☎34－23１2
河辺地域
時　 6 月１0日㈪　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　社会福祉協議会河辺支所　☎39－25１0

▽物忘れ相談　※要電話予約
時　 6 月26日㈬　午後 １ 時30分～ 2 時30分
場　総合福祉センター １ 階応接室
問　地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　　☎24－１724

※
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南予地域で働く皆さんの味方です。
なんでも労働相談ダイヤル・無料

相談：rengo-ehime-nanyo@coral.plala.or.jp

労働問題等でお困りの方は連合愛媛まで

連合愛媛南予地域協議会
宇和島市中央町２丁目４番10号
TEL 0895-28-6679
FAX 0895-28-6689

0120－154－052
い　こ う     よ 連     合      に

秘密厳守

牛鬼すとりーと

宇和島
労働会館
２階

岩　村
万年堂

焼肉　銀

マルオ―

南予
文化
会館

http://www.rengo-ehime.jp/ 

古新聞・古雑誌・ダンボール・
アルミ缶・スチール缶

1kg

２ポイント

ポイントを貯めて
５００ポイントで

商品券と交換
500円分の

0893-25-3329
（有）クリーンセンター 大洲市菅田町菅田甲3051-1

ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
バイパス大洲南出入口（北只
交差点）より旧56号線へ150m大洲店 24-5700

【営業時間】 9：00～20：00 【定休日】水曜日

金・プラチナ高価買取   ブランド品販売
商品券・金券も高価買取 質預りも

当社ホームページ

　　　NPO法人 おおなる工房

    理事長　宮本　幹
み き

江
え

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　大成地区で今までとは違った新しい視点での活動に取
り組むために、２年前にNPO法人「おおなる工房」を設
立しました。現在は、大成地区を中心に男女10人の会員
で活動しています。
　大成地区には、かつて醤油醸造元本店だった「旧大石
邸」があります。建物の持ち主は、ここで生まれ育った
女性で市外在住ですが、定期的に大洲へ戻り、建物の手
入れをしていました。そのため、築80年でありながら、
とてもきれいな状態で建物が残されています。私たちは、
その持ち主に建物と土地を譲り受け、旧大石邸を地域お
こしの拠点として活動を始めました。月に１回、カフェ
を開いて建物の活用法を探っていました。
　平成30年７月豪雨では、旧大石邸は床上270㎝の浸水
被害に遭いましたが、多くの支援により、活動を再開で
きるようになりました。今後は、古民家レストランの開
業や学びの場作り、アートプログラムに力を入れていき
ます。さらに、農文化やアウトドア体験など街中ではで
きない事業にも取り組む計画です。
　私は、人は人との関わりによって元気になると考えて
います。しかし、都市部に比べて地方では、人との出会
いの場が少ないと感じています。出会いの場を作り、地
域が元気になれる活動をこれからも続け、市外・県外へ
と交流の輪を広げていきたいです。
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大洲市防災行政無線
テレホンサービス

携帯･PHS OK　通話料無料

0120-00-8863
8 件分の放送を電話で聞くことができます。
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